
にのへ型テロワール活動による
生産地域型観光まちづくり

岩手県二戸市 佐藤和貴
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令和元年12月



岩手県二戸市の概要

•人口 2６,751人（R１.８.１現在） 面積 ４２０㎢

•林野率67.1％の中山間地域

•平成14年 東北新幹線二戸駅開業

•平成18年 二戸市と浄法寺町が合併

•生漆生産量 日本一

•観光地 金田一温泉、天台寺
九戸城、馬仙峡

■アクセス
東北新幹線
東京 ⇔ 二戸 約2時間40分
東北自動車道
東京 ⇔ 浄法寺ＩＣ 約610km



○二戸市の人口・年齢構成・将来推計
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【令和元年８月１日現在】
人 口 26,751人 （男：12,672人、女：14,079人）
生産年齢人口 14,301人（53.46％） （男： 7,259人、女： 7,042人）
高齢者人口 9,743人（36.42％） （男： 4,024人、女： 5,719人）



宝探しによる地域おこしがスタートした
平成４年当時の二戸市は・・・

●想像以上の財政的な厳しさ
ハードにお金をかけたくても、財政状況が厳しく
その資金がない

●自分のまちの発展を他人に任せていた

町並みが旧態依然で変わらない

まちの将来について関心がない

自らのまちについてあまり知らない

市は・・・

住民は・・・



宝さがしの経過

●楽しく美しいまちづくり推進委員会（平成４年7月）

市民３０名と市職員２９名

固有の市の宝を発見するために１０項目の

アンケート調査とヒアリングを実施

●７３７１件の回答が寄せられた

６分類 自然、生活環境、歴史文化、産業、名人、要望

９地区１０ゾーン の地域振興テーマ





宝資料集 全5巻及び索引集



いわて国体(青少年の家)
ショートトラック、カーリング

金田一温泉【座敷わらしの里】
国民保養温泉地

ふれあい・やすらき温泉地

兵聖閣
相馬大作

金田一・ 三観音参りツアー

芥川賞作家 三浦哲郎
劇団四季 ユタと不思議な仲間たち

オノオレカンバ シュトルム公園林

南部美人
酒蔵見学

シビックセンター
田中舘愛橘記念館・銅像
福田繁雄デザイン館

折爪岳（852m）
岩手県指定天然記念物
ヒメボタル（夏の妖精）

山居湧水

ホワイトアスパラ

どぶろく

にのへフルーツの里
りんご：冬恋（はるか）
さくらんぼ：夏恋（佐藤錦）
ブルーベリー：カシオペアブルー

二戸広域観光物産センター
カシオペアメッセなにゃーと

Trico-Labo

九戸城跡（九戸政実）
国指定史跡・続日本100名城
豊臣秀吉天下統一終焉の地
東北最古の穴太積石垣

にのへ三大ミート
豚：折爪三元豚・佐助
鶏：あべどり、菜彩鶏、熟レ鶏
牛：いわて短角和牛

二戸の先人
小保内定身 小野三十郎 蛇 沼 政 恒
田中舘愛橘 国 分 謙 吉 九 戸 政 実
相 馬 大 作 小田島禄朗 田中舘秀三

葉たばこ

雑穀の里 足沢
ハイキングツアー

稲庭岳（1078m）
ヒメギフチョウ(春の妖精)
芦名沢のカタクリ、
ミズバショウ、岩誦坊の水

天台の湯
瀬戸内寂聴の間

パークゴルフ場

二戸市総合スポーツセンター
いわて国体 剣道

槻陰舎（会輔社）
東北の松下村塾

呑香稲荷神社
稲荷文庫 神代神楽

糠部三十三観音
岩谷観音 朝日観音 御山観音

天台寺【平成の大改修】
国指定重要文化財：仁王門、
聖観音立像、十一面観音立像

滴生舎
浄法寺塗

浄法寺漆（生漆）
漆掻き UNESCO
世界遺産登録提案

直木賞作家渡辺喜恵子
「馬淵川」

馬仙峡
男神岩・女神岩 大崩崖

瀬戸内寂聴
瀬戸内寂聴記念館

丹市パン 日光パン
チーズピッコロ

2 door チョコレート工場
チョコ南部

漆はちみつ

はちみつ
南部せんべい

雑穀

手打ち十割そば

串もち柳ばっと

ひっつみ

二戸市民文化会館
市民文士劇

九戸政実・相馬大作

直木賞作家
渡辺喜恵子「南部九戸落城」
高橋克彦「天を衝く」
安部龍太郎「冬を待つ城」

観光りんご園

にのへ型テロワール

ぎんおとめ
きらほ

亀麿神社

九戸政実武将隊

にのへの宝
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カワシンジュガイ





宝「さがし」から宝「おこし」、そして地方創生へ

○二戸市の「宝を生かしたまちづくり」（平成４年～）、宝を生かしたまちづくり条例（平成12年）

宝をおこして、
さらに発展させる！
ために…

地域が持つ自然や文化、産業、人などの資源を住民自ら
が発掘、再発見する

①宝を「さがす」

発掘、再発見した宝を、保存、伝承、発展させる②宝を「みがく」

宝の価値を認識し、地域の中でその価値認識を共有する③宝を「ほこる」

地域の外に向かって、宝を発信する④宝を「つたえる」

宝を活用して、産業に結びつける⑤宝を「おこす」

宝を「つなげる」
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「雑穀文化」をテーマに、地域の宝自
慢による交流人口の拡大を図るととも
に、東日本大震災の被災地復興支援を
目的に開催のべ1,839名参加。

参加者は人情味あふれるおもてなしと
食文化を体感し、地域も参加者との交
流により喜びを感じた３日間であった。

全国エコツーリズム大会
ｉｎ岩手にのへ 平成23年10月21～23日

シンポジウム

交流会
エコツアー



メトロポリタン美術館との連携
メトロポリタン美術館の学芸員と連携し、二戸の漆
生産の現場視察や生産者との意見交換
メトロポリタン美術館の自主事業であるSUNDAY 

at The METにおいて、 日本の漆文化を支えてき
た浄法寺漆の魅力を伝える講演

【にのへブランド
海外発信事業】

にのへの宝を生かした事業展開

～小さなまちの大きな挑戦～

平成25年～29年（５年間） 世界の中心都
市ニューヨークでシティプロモーション

浄法寺漆と日本酒をテーマに、セミナー、商談、
プロモーションを展開
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◎販路拡大と市のブランドイメージの向上

◎販路拡大による地場産業の振興

にのへ型テロワール事業への展開

５年間のブランド海外発信事業によりモニタリングを行ってきた

ニューヨークモデルの漆器を含めたテロワール事業への展開



宝を興す【にのへ型テロワール事業の展開】
これまで続けてきた、地域の魅力を発信する取り組みを
引継ぎ、連携しながら、新しい視点により事業を展開

平成 ４年～ 宝を生かしたまちづくり始まる

平成２３年～ 全国エコツーリズム大会開催

平成２５年～ 小さなまちの大きな挑戦
（にのへブランド海外発信事業）

平成２８年～ 公民連携まち再生事業
地方創生に向けた各種連携協定

平成３０年～ にのへ型テロワールプロジェクト

令和元年9月12日 第5回ジャパン・ツーリズム・アワード 国内外209件から選定
表彰式：令和元年10月24日 ツーリズムEXPOジャパン2019大沢・関西

二戸市 入賞 地域の誇り「宝」を基盤に、次代に「つなげ」ていく「にのへ型
テロワールプロジェクト」活動を展開し、「二戸ブランド」創造を
進める「生産地域型観光推進のまちづくり」の取り組みが評価された。

継承
・

発展
・

深化
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にのへ型テロワールとは・・

二戸の風土や歴史、文化を地域の物語（ストーリー）として伝えながら、
「にのへの宝」を五感（味覚、嗅覚、視覚、聴覚、触覚）で体験し､
味わっていただく「産業体験型観光」を堪能するためのキャッチフレーズとし
て表現したもの

二戸の宝を体験する満足度の向上のためのストーリー作り、つながりを作り、
仕組み作りを通して、域内の拠点をつないで誘客を図っていく取り組み
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テロワールの由来

「土地」を意味するフランス語terre（テレ）から派生した言葉

もともとは、ワインやコーヒー、お茶などの品種における、生育地の土壌や気候・
地勢による特徴を意味

フランスでは、土壌や気候、作り手など、ワインができるまでの背景を理解しなが
らワインの個性・特性の違いを楽しむ
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「にのへ型テロワール」を発信
二戸市は、伝統工芸や産業、食文化など、さまざまな宝が先人より受け継がれています。

なかでも漆は、日本一の産地。日光東照宮や中尊寺などの世界遺産にも使用され、漆掻き職人が掻
いた高品質の漆で仕上げる浄法寺漆器は使うほどに艶が出る逸品です。

このほか、伏流水、酒米、杜氏とこの地にこだわり造られる地酒南部美人は、世界一の評価を頂戴す
るなど、にのへには多くの「本当の贅沢」があります。 二戸の厳しくも美しい風土、清らかな水、空気、
大地の中で育てられ、つくり上げられる商品を背景とともに、「ほんものとの出会い」をお楽しみください。



二戸市の経済を牽引する企業
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○ 二戸市の農業 ～若手農家の活躍～
・ 2016年 市町村別農業算出額 261億円（ 東北 第６位 ）

うち 養鶏（ブロイラー）204.7億円（ 全国 第１位 ）

・ ブランド果樹（冬恋、夏恋、カシオペアブルー）、ホワイトアスパラ、
三大ミート（短角牛、三元豚、ブランド若鶏）は、首都圏などで高い評価
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○天台寺地区

地方創生に向けた取り組み【公民連携まち再生事業 1 】

漆産業や歴史と連動したまちづくり

天台寺：2020年３月 保存修理完成見込
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浄法寺漆芸の殿堂
「滴生舎」

天台寺名誉住職
「瀬戸内寂聴」



国内で流通する

国産生漆は 約３％

国産生漆の生産量（㎏）（『特用林産基礎資料』 林野庁）

日本産生漆のＨ２９、３０年産 生産状況

二戸市は
全国生産量

1,433kgの

73％を生産

1,040㎏
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Ｈ２９年産
Ｈ３０年産

岩手県二戸市
岩手県二戸市

1,256㎏

二戸市は
全国生産量

1,845kgの

68％を生産

茨城県
360

栃木県
120

その他
109

茨城県
183

栃木県
120

その他
90



国産漆の使用拡大の方針【需要量】

国産
30％

外国産
70％

国産
100％

平成26年度まで 平成27年度～ 平成30年度～

下地

中塗

上塗

国産漆量
約0.7トン

国産漆量
約1.0トン

２.2㌧

国産
30％

外国産
70％

国産
100％

（平成27年２月・文化庁通知）

【国宝・重要文化財に必要な国産漆の需要量】 21



浄法寺漆の生産量・在庫量・職人数の推移
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在庫量増加 に

伴う生産量・職人数
の減

漆掻き職人数
国産漆使用
の文化庁通知



ウルシの植栽状況

【二戸市内】 ※採取可能な原木本数

Ｈ２９年度原木調査結果

手入れがされていないウルシ林

原木所有者の高齢化、原木価格の低下

項目 Ｈ29年度 Ｈ21年度 増減

浄
法
寺

箇 所数 313 222 91 箇所の増

原木本数 89,000 93,000 4 万本の減

二
戸

箇 所数 379 442 63 箇所の減

原木本数 53,000 67,000 1.4 万本の減

合

計

箇 所 数 692 664 28箇所の増

原木本数 142,000 160,000 1.8万本の減
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原木必要本数

職人４０名×原木３００本×１５年

２㌧

需要見込

生産量５０㎏×職人４０名

180,000本
原木必要本数

Ｈ29年度生産量 1,040kg 原木調査後（確定値） 14万2千本

Ｈ29年度職人数 26名
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Ｈ30年度生産量 1,256kg

Ｈ30年度職人数 29名

漆の木１本から採れる生漆の量は約200cc程度、
殺し掻きと言われる採取方法により１本の木から
全ての漆を取り付くし、採取後は木を切り倒す。
苗を植栽してから漆の木が掻ける状態になるま
で15年を要する。萌芽更新の場合は10年が必要

年間２ｔの生漆生産には、
40人の職員に300本の漆
の木が必要で、毎年1万2
千本切り倒すことになる。

国宝・重要文化財の修理修復に必要
な国産生漆は、2.2ﾄﾝとされている。



漆苗
生産

育成
管理

漆掻
職人

木地

浄法
寺塗

使用者

浄法寺漆にこだわった『ものづくり』

ふるさと
納税寄附

漆の林づくり
サポート事業

浄法寺漆 に
こだわったものづくり
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農地の漆
植栽事業

うるわしの森
整備推進

地域おこし協力隊の活用 【うるしびと】【漆林フォレスター】
岩手県浄法寺漆生産組合への加入、日本うるし掻き保存会との連携
二戸市浄法寺漆産業振興基金の設置、漆原木管理システムの導入

浄法寺漆認証制度



東日本大震災からの復興支援に感謝いたします。
これからも宝を磨（みが）き 興（おこ）し 繋ぎつないでいきます。
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